
こどもを守る交通安全対策事例集

作成の目的

「こどもを守る交通安全対策事例集」 掲載ページ

概要版

 本事例集は、道路管理者が取組をさらに推進するための一助となるよう、これまで静岡県や県内市
町の道路管理者が行った、通学路や未就学児の移動経路における交通安全対策の取組をまとめた
ものです。

 さらに、県民の皆様にも、本事例集に触れていただき、道路管理者の取組を知ることで、交通安全対
策への御理解や御協力をいただく機会となることも目的としています。

 本県の交通安全対策は、道路管理者と交通管理者が連携して取り組んでおり、１年間の交通事故
発生件数は、ピーク時の４万２千件（2001年）から、１万９千件（2023年）まで減少しました。

 一方で、将来を担うこどもが巻き込まれる事故は、依然、後を絶たないことから、交通安全対策につ
いて、より一層進めていく必要があります。

作成の背景

掲載 し て い る 事例

 静岡県及び県内市町（政令市除く）の道路管理者が行った交通安全対策の取組 ７７事例を掲載

掲載例

対 策 内 容
１ 一般部
（単路部）

２ 交差点部 計

(1) 歩行空間の確保 歩道やグリーンベルト、転落防止柵の設置 等 ３７ １６ ５３

(2) 自動車への注意喚起 ラバーポールやドットライン、看板の設置 等 １２ ８ ２０

(3) 自動車の視認性向上 カーブミラーの設置 等 １ １ ２

(4) 自転車と歩行者の接触防止 路面への注意喚起シールの設置 等 ２ ― ２

計 ５２ ２５ ７７


